
畑地高度利用のための好適後作物の選定と前後作の組合せ技術

岩手農試 技術部 ・環境部

1、 背景とねらい

県中北部の畑作生産性は高収益作物の導入tとよつて改善されようとしている。 しかし一

方で、単品目生産による障害も発生 していることから、長期的な生産力維持方式の確立が

急がれている。そこで、 これらの対策の前提となる前後作の作物間組合せ技術に関 して、

昭和 61年 から試験を実施したので、得られた成果を指導上の参考に供する。
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)各 類型における前後作の組合せ技術

ア、 類型 I
◆後作施肥時に豊素肥料を3 kg/10a増 量する。

イ、類型 E
・初夏 ど リレタス作付時に施肥量を増やすことにより、後作 としてスイー

えだまめ、 小豆 (ギニタ
｀
イナゴン)の 継統作付が可能である。増量割合は、 ス

ーンで 50%、 えだまめ、小豆で 20%と する。

ウ、 類型田
。トレンチャー耕の方法 と各作 目の栽植様式は、前後作の関連で下記の と

とする。
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・トレンチャー耕時に、従来 どお りの表層土壊改良に加えて、 深層土壊改良 (有

効態携酸 5 m 8 / 1 0 0 8、p H ( H 2 0 ) 6 . 5目 標 )も あわせて実施する。

( 3 )、 通応地域

3、 指導上 の留意事項

( 1 ) 、 類型 r

県中北部畑作地帯

ア、麦樺鋤込みにより乾燥が懸念され るので、 耕起・砕土はていねいに行 い、発芽・

活着 をよくす るため鎮圧 も十分に行 う。

イ、小麦のこぼれ穂が鮭草化するので、生百期に除草剤 く茎葉処理剤)を 10a当

り150m l(ナ ブ乳剤)使 用 し、 中耕 ・培土も通宜行 う。

(2)、 類型 工

ア、後作物のための植え付け穴は改めて開ける。

イ、小豆 「ベニダイナゴン」は、本作型によって以下の特長が得 られる。

(ア)、 普通栽培では濃赤色である粒色が、 晩摘によ り赤色化 し外観上の品質
が向上する。
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(イ)、 マルチ栽培により生育量が確保され、百粒重も増 し多収となる。

(3 )て

｀

症裡拾戸
トコ~ン の場合、 緩効性肥料の効果について、 検討中である。

ア、深層土改の効果はごぼうで顕著であり、後作の トマ トでも認められる。
イ、 この試験は下層も比較的膨軟な既存畑での試験であり、下層が軍粘な新規開発
畑等には適用できない。
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6、 試験成績の概要
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